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はじめに
　本稿は、ベトナム社会科学院の社会科学情報研究所（Vietnam·Academy·of·
Social·Sciences,·Instiute·of·Social·Sciences·Information、以降 ISSI）が所蔵する日
本語資料群について、調査グループが2014年から2016年にかけて行った調査の経過
報告である。なお、本調査は、2015年度からは国文学研究資料館との共同研究「ベ
トナム社会科学院所蔵旧フランス極東学院資料についての研究」として行っており、
ISSI、及び国文学研究資料館の支援を受けている。
　ISSI が所蔵する日本語資料群は、かつてこの地にあったフランス極東学院
（l
,
École·Français·d
,
Éxtrême-Orient、以降 EFEO）が、日本研究を目的として収
集したものである。収集には３代学院長クロード・メートル（1876-1925）と、友
人であり司書兼研究員でもあったノエル・ペリ（1865-1922）が大きな役割を果た
し、その後も継続的に収集が行われた結果、１万１千冊に及ぶ巨大コレクションが
築かれるにいたった。現在は、洋装本5642冊（NBC00001-005642）・和装本4084冊
（NBC005643-009726）に分けられ管理されている
（１）
。
　本調査は、この資料群の形成や実態を明らかにすることを目的としており、その
ための作業として、ISSI 側がこれまでに作成してきた目録情報の補正作業を行い、
統合目録データの作成を進めてきた。2014年から年に１回（３､ ４日間）、書名の
漢字・平仮名・ローマ字表記、著編者の漢字・平仮名・ローマ字表記、発行（書
写）年記、蔵書点検印の確認などの作業を行ってきた。調査者は、2014年和田敦彦、
渡辺匡一、河内聡子、中野綾子に、2015年海野圭介、2016年佐野愛子、西尾泰貴が
加わっている。
　本稿では、2016年をもって作業が終了した和装本4083冊を中心に、洋装本につい
ても適宜参照しながら、EFEOの日本語資料群の特徴を素描してみたいと思う
（２）
。
一　和装本群概観
　EFEOの和装本資料は、１冊１タイトルとして管理されているが、まずは、複
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数冊で１タイトルであるべきものを統合してみると775タイトルとなる。次に、日
本十進分類法（NDC）に準拠して分類・整理を行い、収集資料の特徴を見ていく
ことにする。分類にあたっては、国学者や神道家が著した歴史、文学、語学書につ
いては、全て哲学・思想分野の資料として扱う。各分野に振り分けても全体の傾向
は変わらないと考えられること、振り分けてしまうと、哲学・思想分野の特徴が見
えにくくなってしまうことからである
（３）
。
　タイトル数の多い順に表にしてみると、以下のような結果となった。（　）内は
冊数である。
　この表からは、和装本群では、歴史、思想系の資料で全体の半数を占める一方
で、技術・工学（建築や家政学など）や産業（農林水産業など）分野の資料が全く
見られないことが確認でき、EFEOでの日本研究が、歴史・文化を中心にしたも
のであったことを窺わせる。また、タイトル数と冊数の関係からは、叢書を中心に
収集が図られていたことも確認できる。自然科学分野の書籍が６タイトルにも関わ
らず129冊に及んでいるのは、『本草図譜』99冊（NBC009170-）、『草記図説』20冊
（NBC009269-）など、本草学の資料によるものであり、総記分野においても、『増
補文献備考』49冊（NBC008933-）で分野の冊数の半分に及ぼうとしている。次項
からは、歴史、哲学・思想、芸術・美術、文学の４分野の特徴について考えていく
ことにしよう。
二　各分野の特徴（１）歴史分野資料群
　歴史分野資料群は、歴史（143タイトル）、伝記（17タイトル）、地理・地誌（76
タイトル）からなる。
　歴史資料は、『大日本史』77冊（NBC005868-）を柱に、『類聚国史』30冊（NBC·
分　類 タイトル数（割合） 冊数（割合）
１．歴史 236（30％） 1529（37％）
２．哲学・思想 170（22％） 737（15％）
３．芸術・美術 128（17％） 607（16％）
４．文学 100（13％） 404（10％）
５．社会科学 62（８％） 273（７％）
６．言語 55（７％） 299（６％）
７．総記 15（２％） 107（３％）
８．自然科学 ６（１％） 129（３％）
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005699-）、『史籍集覧』47冊（NBC007533-）、『続史籍集覧』66冊（NBC007533-）、
『大日本史料』２冊（NBC009704-）、『故実叢書』137冊（NBC006848-）などの叢書
や六国史などを確認できる。洋装本には、『大日本史料』（NBC00176-）や、『大日
本古文書』（NBC00247-）、『古事類苑』（NBC00029-）などが確認でき、歴史の基本
資料はほぼ網羅されているといってよいだろう。併せて『史学雑誌』（NBC00305-）、
『国学院雑誌』（NBC009715-）などの研究雑誌も収集し、新たな研究状況にも目を
配っている。また、『参考保元物語』７冊（NBC007986-）、『参考平治物語』６冊
（NBC007980-）、『平家物語』12冊（NBC007954-）、『太平記』（NBC007890-）、『三
楠実録』22冊（NBC008031-）、『明智軍記』12冊（NBC008018-）などの実録物も
豊富である。
　地理・地誌資料では、江戸時代に出版された各国の名所図会（『江戸名所図会』
26冊（NBC008544-）など21タイトル，170冊）や、各地の絵図（『江戸大名小路
絵図』１冊（NBC009092-）など31タイトル，31冊）が目を引く。歴史資料を縦軸、
地理・地誌資料を横軸に、日本を網羅的に把握しようとする収集の意図を感じるこ
とができる。
　日本語で著された他国資料は、歴史中心のものが多いので、便宜的に歴史分野
としてまとめてみると36タイトルとなる。このうちベトナムが３タイトル
（４）
、中国
が４タイトル、台湾１タイトルに対し、朝鮮資料が28タイトルを占める。そのう
ち、12タイトルは朝鮮版である（『東国歴史』１冊（NBC009026）、『大韓地誌』１
冊（NBC009030）など）。EFEOがハングル資料をどのように管理していたかにつ
いては未詳であり、今後の課題となる
（５）
。
三　各分野の特徴（２）哲学・思想分野資料群
　哲学・思想分野資料では、157タイトル（589冊）のうち、神道・国学者の資料で
91タイトル（374冊）を占め、仏教が46タイトル（159冊）、キリスト教１タイトル
（１冊）である
（６）
。神道・国学者のうちでも、本居宣長（21タイトル，108冊）と平田
篤胤（30タイトル，110冊）の著作で過半数を占める。宣長に関しては、洋装本で
も『本居宣長全集』８冊（NBC00163-）が確認できるなど、両者の著作を中心に
日本思想の資料収集が行われたことが窺える。冊数での割合は低く見えるものの、
国学の伝統を継承・発展を目的とした雑誌『如蘭社話』34冊（NBC006765-）や賀
茂真淵の門流である前田夏繁が編集を担当した『好古叢誌』43冊（NBC008294）
といった大部の雑誌も確認できる。
　一方、仏教資料については、明確な収集方針を見出せない。江戸時代以前の資料
としては、聖徳太子の著作である『維摩経義疏』５冊（NBC00139-）や『勝鬘経義
（22）
ベトナム社会科学院藏・旧フランス極東学院日本語資料調査の経過報告
疏』３冊（NBC006136-）、太子の伝記である『聖徳太子伝略』３冊（NBC008053-）
や『聖徳太子伝略備考』14冊（NBC008056-）、釈迦如来の伝記である『釈迦の本
地』３冊（NBC009358-）や『釈尊御一代記』６冊（NBC006164-）が目を引く程
度である。明治時代の資料としても、『弘法大師全集』14冊（NBC009033-）や『真
宗聖教大全』３冊（NBC008349-）、『真宗聖典』１冊（NBC009687-）が確認でき
るものの、各宗派に渡っての資料収集という意図は見出せない。一方で、新たな研
究成果には相応の関心を持っていたようで、『仏教各宗綱要』５冊（NBC007202-）、
島地黙雷／生田得能『三国仏教略史』３冊（NBC007182-）、平木正次『金剛経講
義』１冊（NBC009421）、織田得能『法華経講義』５冊（NBC008917-）などの資
料を確認することができる
（８）
。収集当時の出版・流通状況も関わってくると思うが、
今後、洋装本調査の進展によって、『日本大蔵経』48冊（1914-1921）や『大日本仏
教全書』150冊（1912-1922）など、日本仏教に関わる叢書の存在などが明らかにな
れば、収集方針も明らかになってくると思われる
（７）
。
四　各分野の特徴（３）芸術・美術分野資料群
　芸術美術分野資料群（128タイトル，607冊）は、絵画・書道73タイトル（262
冊）と演劇38タイトル（297冊）に二分される。
　絵画・書道資料は、絵画関係が多く、江戸時代の著名作品を中心に収集されてい
る。『菱川師宣画譜』１冊（NBC00935）、英一蝶『一蝶画譜』２冊（NBC009371-）、
『奥村政信画譜』１冊（NBC009344）、『北斎漫画』21冊（NBC009385-）、安藤広重
『富士三十六景』１冊（NBC009333）などとともに、美術百科全書『万宝全書』13
冊（NBC009907-）や画人伝『古画備考』19冊（NBC007484-）、絵画作品目録『考
古画譜』12冊（NBC008825-）なども収集されており、研究のための環境が整えら
れていると言えよう。また、中国絵画の研究書や辞書なども８タイトル（15冊）が
確認できる（『増訂支那画人名辞書』２冊（NBC008198-）など）｡
　演劇資料は、能・狂言資料で占められており、能が33タイトル（284冊）、狂言が
５タイトル（13冊）である。能は謡本が多く、観世流が改訂版（1941年）も含め３
タイトル（50冊）、金春流が２タイトル（32冊）、金剛流が１タイトル（40冊）、喜
多流が１タイトル（１冊）、未詳３タイトル（59冊）と各流取り揃えられている他、
『明治新版　謡外別能九拾番』１冊（1901年，NBC008385）や『観世流新曲　義
経』（1942年，NBC009613）など、新たな動向にも目を配っている。雅楽が１タイ
トル、催馬楽が２タイトルにしか過ぎないことからも、能への関心の高さを窺うこ
とができる。
（23）
五　各分野の特徴（４）文学分野資料群
　文学分野資料群は、国学者の作品も併せると121タイトル（587冊）となる。資料
群の第一の特徴は、一次資料の少なさである。江戸時代以前の作品は８タイトル
（『柿本人麻呂集』、『歌仙歌集』、『古今為家抄』、『源氏物語』、『栄華物語』、『徒然
草』、『忍婦草』、『異本義経記』）にとどまる
（９）
。いづれも江戸時代の版本である。総
記分野に丹鶴叢書４冊（NBC009633-）が確認できるため、洋装本資料群に、丹鶴
叢書の残部や『群書類従』が存在する可能性は残る。
　一次資料の少なさと呼応するように、江戸時代の資料は、古典作品の注釈・研究
書が中心であり、北村季吟『伊勢物語拾穂抄』２冊（NBC006196-）、契沖『古今
余材抄』15冊（NBC006353-）、賀茂真淵『宇比麻奈備』５冊（NBC006542-）、北
村湖春『源氏物語忍草』５冊（NBC005457-）などを確認できる。
　作品そのものより「古典学」に傾斜する傾向は、明治時代の資料でも変わらず、
1900年前後から盛んになる国文学者の研究書も、20タイトル（76冊）確認できる。
関根正直『今鏡証註』２冊（1897年，NBC007417-）、中邨秋香『落窪物語大成』
４冊（1901年，NBC007403-）、和田英松､ 佐藤球『栄華物語詳解』17冊（1907年，
NBC008454-）、佐々木信綱『校本万葉集』23冊（1925，NBC009461-）、『岩波講座
日本文学』（1933年，NBC009696-）などである。現時点では、文学分野資料群は、
古典作品の注釈・研究書を中心に収集されていると言ってよいだろう。
おわりに
　ISSI が所蔵する EFEO収集日本語資料のうち、和装本群の特徴について確認し
てきた。資料群は、歴史を柱に哲学・思想、文学、美術・芸術各分野を併せたかた
ちで形成されているといって良いだろう。また、哲学・思想分野では国学・神道者
の著書、文学分野では古典作品の注釈・研究書を中心に収集が図られていること、
美術・芸術分野では能に対する強い関心を確認することができた。今後は、本稿で
提示した和装本群の特徴を、洋装本群調査の成果によって、再考してくことになる。
注
（１）「和装本」は、「糸で綴じられた装訂の本」という意味で、江戸時代以前に出版された本
に限定されない。EFEOの収集した和装本も、多くは明治時代に出版された書籍である。
和装本、洋装本ともに、資料は原則として１冊１タイトル（点）で管理されているが、雑
誌などは複数冊が合冊されていることも多く、実際の冊数（１万１千冊）と管理上の冊数
（9726）は合致しない｡
　　　なお、本調査については、以下の先行研究を併せて参照のこと。和田敦彦 ｢ベトナム社
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会科学院所蔵・旧フランス極東学院資料共同研究と調査の進展｣（『リテラシー史研究』９，
2016年１月）、同 ｢ベトナム社会科学院所蔵・旧フランス極東学院資料　東南アジア地域
の日本語図書調査から　｣（『リテラシー史研究』７，2014年１月）
（２）2016年の調査で434タイトルの作業を行った。
（３）文学分野については、国語学者の著書も含めて考察することにする。本稿で行った分類
・整理は、和装本資料群の特徴を明らかにするためのものであり、タイトル数はおおよそ
の目安である。分類者によって各分野のタイトル数には相違が出ると考えられるが、和装
本資料群の特徴自体については同様の見解が得られるはずである。
　　　和装本資料群には、洋装本も相当数交じっている（『國學院雑誌』（NBC00975-9721）、
『大日本史料』（NBC009704，9714）など）が、資料群の特徴を変えてしまうことはない
と思われる。
（４）『安南史』２冊（1881年，NBC006568-）、『仏安関係始末』３冊（1888年，NBC007089-）、
『安南記／安南来状』１冊（1903年，NBC009300）。他に、江戸幕府が安何国を含む東南ア
ジアへ行く船を登録した朱印帳（２タイトル）と、各国への書簡（草案）集（１タイト
ル）を合綴した『異国渡海御朱印帳／異国近年御書草案／異国御朱印帳『異国渡海御朱印
帳』１冊（明治時代，NBC009299）、『漂流之者共於長崎被相尋候申口』１冊（NBC009611）
なども、関わりが深い。『異国渡海御朱印帳／異国近年御書草案／異国御朱印帳『異国渡
海御朱印帳』、『安南記／安南来状』については、本号佐野論文を参照のこと。
（５）朝鮮（語）資料のうち、歴史資料以外には、教科書が５タイトル存在する。『小学読
本』１冊（1895年，NBC9013）、『尋常小学』２冊（李氏後期，NBC009014）、『算術新書』
１冊（1900年，NBC009027）、『精選算術』１冊（1900年，NBC009029）、『新訂算術』１
冊（1901年，NBC009028）。いずれも朝鮮版である。
（６）キリスト教の１点は、バーナード・Ｊ・ベッテルハイム著『聖差言行伝』である。本書
については、前掲注２和田敦彦 ｢ベトナム社会科学院所蔵・旧フランス極東学院資料共同
研究と調査の進展｣（『リテラシー史研究』９，2016年１月）で言及されている。
（７）ISSI（EFEO）の所蔵する中国語資料群には、日本版の大蔵経が４点確認されている。
　１．『大蔵経』420冊（弘教書院，1885年，983-１～420）
　　　２．『大蔵経』178冊（米田治右衛門，1905年，924-１～178）
　　　３．『大日本続蔵経』750冊（1912年，985-１～750，2377-１～765）
　　　４．『大正新修大蔵経』（1932年，2402-１～86）
　　　これらの資料が、日本語資料として管理されていた時期があれば、仏教資料の収集方針
を改めて考える必要がある。ただし、これらの大蔵経は漢訳仏典が大半を占めており、日
本仏教の資料群として認識されていた可能性は高くない。
　　　社会科学院には、EFEOの収集資料のうち、ベトナム漢文資料の保存・研究を行う、
漢喃研究院という組織がある。研究院に日本の漢文資料、特に仏教資料が移管されている
可能性については、研究院の目録（『越南漢喃文献目録提要』、『越南漢喃文献目録提要補
遺』）を見る限り低く、移管されていたとしても少数にとどまると思われる。
　　　和装本資料群には、『印度学仏教学研究』１冊（NBC005675）が確認できるが、1969年
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の刊行物であり、発行元である日本印度学仏教学会も1951年の設立であるので、EFEO
の収集活動とは直接関係せず、歴史分野で指摘した『史学雑誌』や『国学院雑誌』のよう
な役割を担っていたとは考えられない。
（８）歴史分野資料群の項でも触れたが、物語分野の一次資料の少なさと、『保元物語』、『平
治物語』、『平家物語』、『太平記』などの軍記資料の充実ぶりは対照的である。このことは、
軍記資料が「文学分野」の資料としてではなく、江戸時代以来の「実録」、すなわち「歴
史資料」として収集されたことを意味すると考えられる。
（わたなべ・きょういち／信州大学）
